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1 は じ め に

秋田県の振興対象作日であるアスパラガスは,近年,

量販店での取扱商品が多様化する傾向にある。また,消

費者を対象としたグループインタビユーでも,多様な商

品形態に対する購買意向があることがうかがえる。

本報告の目的は,アスパラガスの商品形態に対する消

費者選好を,コンジョイント分析により計量的に明らか

にすることにある。

なお,本稿におけるアスパラガスの商品形態について

は,「重量Jと 「太さJを主たる対象とする。

2試 験 方 法

秋田県農業試験場経営計画部消費者モ■ターを対象と

して, グループインタビュ
~(2003年 6月 )と アンケ

ー ト調査 (2003年 7月 )を実施した。アンケー ト調査

の回収率は77%で ,分析対象となつたサンプル数は 270

である。

3 試験結果及び考察

(1)分析の視点

アンケー ト調査に先立ち実施した,消費者を対象とし

たグループインタビューや量販店バイヤー等
へのヒアリ

ングFIB査 より,次のような傾向が確認できた。① アス

パラガスの 「重量|に対する消費者選好は,地域によつ

て異なる傾向があり,首都圏における消費者ならびに量

販店バイヤーほど,「重量Jに対して多様な商品形態を

望む傾向にある。②「太さJに対する消費者選好は,"

家庭内での弁当持参者の有無・や・頻繁に行う料理"等に

よって異なる傾向がみられ,家庭内に弁当持参者がいる

消費者や 「(アスパラガスの)内巻きJを頻繁に行う消

費者などで,・細め・を選好する傾向が確認できた。

定性調査から得られた,消費者属性等によリアスパラ

ガスの商品形態に対する選好が異なることを,コ ンジョ

イント分析によつて定量的に確認する。

(2)回答者の基本属性

アンケー ト回答者の基本属性は表 1の通りである。な

お,回答者の「食Jにかかわる意識・行動は,因子分析

の結果から6つの因子 (「安全・安心JI健康」
「料理」「流

行J「簡便」「低価格」)が抽出できた (表省略)。

(3)プロフアイルと全体の計測結果

アスパラガスの商品形態に対する消費者選好を明らか

にするため,「重量J「太さ」「価格Jを属性としたコン

ジョイント分析を行つた。回答者全体のアスパラガスの

商品形態に対する重要度・効用値の計測結果は図 1の通

りである。「価格Jに対する重要度が45%と 最も高く,

以下,「太さJ(29%)「重量J(25%)の順となつてい

る。回答者にとつての最適なプロファイルは, 150 gl

「太めJ「98円 Jの組み合わせによる商品形態である。

(4)類型別にみた消費者選好の特徴

コンジヨイント分析によつて得られた各国答者の効用

値をもとに,利用者を5つのグループに類型化した (表

2)。 その特徴は次の通りである。全体的な傾向として,

グループ 1及び2は,相対的に 「価格 |の重要度が高い

のに対して,グループ3～ 5では「太さJのウエイ トが

高くなる傾向にある。

「重量」に関しては,ク ラスター規模の最も多きいグ

ループ 1では・150g結東"の みの効用値が正値であり,

現行の秋田県産アスパラガスの主要商品形態 (重量)で

ある・150g結束・は,マーケットにおける主要ターゲツ

トを対象とする視点からは有効である。しかし,その他

のグループでは,複数の水準に対する効用値が正値とな

っており,消費者選好の多様化傾向を裏付けるものとな

っている。とくに,グループ 1は首都圏比率が低いこと

から,首都圏におけるマークテイング展開では,「重量」

に関して多様化する消費者選好に今後対応していくこと

が必要となる。

一方,「太さ」に関して,・太め'に対する効用値が高

いのがグループ 1, 3, 4で ,縣田め"に対する効用値が

高いのがグループ2及び 5である。・細め'を選好するグ

ループは,首都圏在住者で,世帯内に
「子どもJ力れ る`

回答者が多いltF向にある。また,グループ 2では
「弁当

持参者Jがいる回答者が最も多くなつている。
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4 ま と め

①アスパラガスの「重量」に関しては,現行の・150g

結東・という商品形態は,マーケットにおける主要ター

ゲットを対象とする視点からは有効である。しかし,グ
ループ 1は首都圏比率が低いことから,首都圏のマーケ

ティング展開においては,「重量」に関して多様化する

表 1 アンケート回答者の属性

消費者選好に今後対応していくことが求められる。②
「太

さJに関しては,首都圏在住者で,世帯内で 「子どもJ

がいる国答者で,・細め'を選好する傾向が確認できた。

とりわけ,首都圏において 「重量」「太さJに関する

消費者選好は多様化する傾向にあり,これらに配慮した

マーケティング展開が求められる。

【水準】

図 1 コンジョイン ト分析結果 (全体)
注.表 1に同じ
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表 2 回答者の類 nfl化 とその特徴
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注.表 1に同じ
コンジョイン ト分析によつて得られた各回答者の効用値をもとに類型化 (ク ラスター分析)

を行い,各グループ毎にコンジョイント分析を再度行つたもの。

1年齢】【居住地】【家族】【アスパラガス】については,各グループの全体に対する特化係数 (ただし,ア

スパラの購入頻度は4段階評価をスコア化したもの)。

【生活意識・行動】については,因子分析によつて得られた意識・行動に関する各因子のスコア平均値。
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